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感染拡大は人災だ

●コロナ禍のなか、向日市はJR向日町駅前の再開

発事業を急いで進めようとしています。タワー

マンションを中心市街地に建設すれば様々な問

題の発生が指摘されています。是非一考を！

●分別収集ステーションの乱雑、シルバーの方が

嘆いていました。古紙回収を含め、市民の意識

問題では？議員でキャンペーンを！黒い（濃色

の）ゴミ袋はだめ！

●コロナ感染拡大の中で、沖縄・辺野古の米軍基地

工事が進められていますが、軟弱地盤で税金を何

兆円つぎ込んでも建設は無理なようです。基地に

無駄金を使わずコロナ対策に使うべきです。

ご相談はまずお電話を！ TEL 090-8384-5984(携帯) FAX 075-921-4101

メール peace@fa2.so-net.ne.jp ホームページ http://sugi.pupu.jp/連絡先

杉 ひろば谷 ８月号
No.113

市民参加でまちを変えよう！ ホームページ：http://sugi.pupu.jp/

杉谷さんとともにまちを創る会
２０２０年 ８月 １日発行

向日市上植野町西小路３－４

杉谷ひろば(連絡先は頁下)

７月末時点で、新型コロナ感染増の勢いが止まりません。

検査を徹底して抑制し、感染状況がつかめないまま経済優

先に舵を切った結果です。その上にＧＯ ＴＯキャンペー

ンです。感染拡大は政治の責任です。

世界は、徹底検査で感染封じ込めを進めています。国は、

そうした動きに逆行する異常な検査抑制方針を、直ちに転

換すべきです。医療・介護・保育・教育従事者、感染不安

の事情を抱える市民が、すぐに検査を受けることができる

ようにするべきです。私が７月に行った第２回市民アンケ

ートでも示されたように、それが市民の願いです（２面参

照）。東京都世田谷区は、「いつでも、誰でも、何度でも」

必要な人がＰＣＲ検査を受けることができるよう一挙に拡

大する方針（世田谷モデル）を発表しました。

向日市は国や府に対して断固たる要求をする

こと、そして世田谷モデルに学んで検査体制を

拡大するよう求めます。（7月30日・杉谷伸夫）

向日市議会議員 杉谷伸夫 所属政党なし

上植野町イトーピア在住。大阪市生まれ。京都大

学工学部卒業。ＧＳユアサ（旧日本電池）勤務を

経て、2011年より向日市議会議員3期目。6５才

向日市個人事業主等応援助成金
１事業者あたり１０万円！

国や府の助成金を受けていない個人事業主等

（従業員10人以下）に、向日市から１０万円が

支給されます。申請が必要です！

コロナ感染は第２波！

■８／８(土) 市民参加でまちをつくる会

「ＪＲ向日町駅周辺整備計画を考える」
10時～12時・寺戸公民館・２階調理実習室

■８／９(日) 講演会「地球温暖化と今私たちにでき
ること」14時～16時・寺戸公民館・大会議室

（定員40人） ※主催：平和がいいね！の会

取り組みのご案内
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行政関係者のＰＣＲなどの検査を実施し、向日市

独自の新型コロナ対策を持つことが重要課題で

す。知事の仕事ではなく市長の仕事として決断を。

●コロナで仕事がなくなり困っている

10万円の支給も、家賃で無くなってしまいまし

た。毎日の食事も大変で、家賃、光熱費他貸金等

々、どうしていいかわかりません。

●向日市の感染情報が少なすぎる！

どこでどのように感染したのかがわからず不安

になる。個人特定に至らずに、もう少し詳しい状

況がわかるように開示してほしい。

●自粛の社会的強制で思考停止になっていない

か？ こんな時だから、小規模でも良いですから

集まり、語りましょう。知恵を絞って意見の発信

をしたいですね。

●パソコン・スマホがなく、情報を得られない

行政からホームページをオンラインで見るよう

に言われても、知る手段がありません。

結果の概要

１．回答数が５月（149人）→７月（105人）に減

ったのは、４－５月の緊急事態宣言下から、６

月には学校も様々な社会活動も再開され、不安

が緩和されたことによるもの思います。「家族

関係」「子どもの心配」「健康の不安」「閉じこ

もりぎみ」の声は５月から大幅減少しています。

２．しかし、「感染への不安」、「ＰＣＲ検査の実

施」は、５月と変わらず最も多くの市民の声で

あることがわかります。

３．一方で絶対数は少ないながら、「収入の減少」

「雇用や仕事の不安」の回答割合が増えていま

す。コロナの影響の長期化で、経済・生活面で

の困難が広がりつつあることがうかがえます。

特徴的なご意見

●未だに家にじっとしたまま

感染すればイチコロの世代。未だに外出、外食

の楽しみもない。向日市の店舗には、安全対策の

徹底と、市民に安心できる店の公開をしてほしい。

●ＰＣＲ検査を希望者全員に

流行が拡大してきたらＰＣＲ検査を希望者全員

が無料で受けられるようにしておいてほしい。

新型コロナ医療に取り組んでおられる医療機関や

関係団体に金銭的な支援や補助をお願いしたい。

●学校を止めない覚悟を！

学校関係者（生徒・先生等全員、教育委員会）、

新型コロナ問題：第２回市民アンケート

５月に続き、７月上～中旬に「新型コロナ問

題・第２回市民アンケート」を呼びかけたとこ

ろ、１０５人の方々から回答・ご意見を頂きま

した。ありがとうございました。頂いた意見を

もとに、向日市への要望・提言を

まとめ、提出してゆきます。

主な結果と代表的なご意見の要

旨を紹介します（詳細はホームペ

ージをご覧下さい）。

★向日市議会は「Go To トラベルキャンペーンの延期を求める意見書」を可決し、国に提出しました！
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昨年６月に女性の遺体遺棄を手伝ったとして向

日市の生活保護ケースワーカーが有罪判決を受け

た事件を巡り、向日市が設置した検証委員会の委

員長を招いて、市民の学習・懇談会が市内で行わ

れ、私もスタッフ・報告者として関わりました。

第１部では、検証委員長である道中隆さん（大

阪国際大学教授）が講演。若手ケースワーカーが、

担当していた元暴力団の男から脅迫的な言動を受

け続けていた一方、向日市は組織的な対応をとら

ず職員を孤立させていたことなど、生活保護行政

が機能不全に陥っていた問題を指摘しました。

道中隆さんは、「最初に事件の報道を見たとき、

このケースワーカーも被害者だったんじゃないか

と思った」と語りました。それは、生活保護ケー

スワーカーは、非常に大きなストレス・シャワー

を浴び続けるため、組織としてケースワーカーを

支える機能が不可欠だからです。向日市行政には

それが決定的に欠けていたこと、そしてケース診

断会議も開催されないなど、いくつもの組織的対

応の不備が重なっていたと指摘されました。

向日市ケースワーカー事件で、7/24市民の学習・懇談会

７月２０日に臨時議会が開かれ、国の新型コ

ロナ感染症対応臨時交付金等を活用して向日市

が実施する、追加の「新型コロナウイルス感染

症対策事業」の補正予算２件が可決されました。

主な補正予算 （総額 5億4019万円）

●ひとり親世帯への臨時給付金：6610万円

１世帯５万円、第２子以降は１人３万円。収

入減少世帯はさらに追加で５万円

現在児童扶養手当を受給していない世帯で

も、収入が減少した場合その他、受給できる

可能性があります。その場合は申請が必要。

●小中学校のＩＣＴ機器整備：2億7020万円

すべての教員・子どもに１人１台のタブレッ

トを準備。今年度末にはリモート授業ができ

る環境をつくります。

●公共施設の感染症対策：7043万円

非接触手洗い、非接触アルコール噴霧器、

非接触体温計、空間除菌器、窓口のアクリル

パネル、等々

●小中学校、保育所等の感染症対策：5500万円

公共施設に準じた感染症対策。民間保育所等

は、各施設で対策内容を決定

●市のアルバイト緊急雇用：2000万円

新型コロナの影響で雇い止めにあった方を臨

時雇用します（今年度内）

●住居確保給付金の予算増額：676万円

申請者が想定より多かったため予算枠を拡大

●投票所の感染症対策：2216万円

期日前投票所を1ケ所増やす、等

●避難所の感染症対策：334万円

小中学校計９校に、各4台のスポットクーラ

ーを配置（未配備分を整備）

●商工会のプレミアム付クーポン券補助：640万円

市の追加の新型コロナ対策事業（７月臨時議会可決分）

8/11 向日市に要望・申し入れ

第２部では、このケースワーカーを支援する会

のこれまでの報告の後、この間の向日市行政の動

きを私が一議員の立場から報告しました。その後

「生活保護制度を市民に真に役立つセーフティネ

ットとして機能させるため、向日市生活保護行政

の抜本的な改革を求めていくこと」を目的として、

「向日市の生活保護を考える会」を発足しました。

このような事件が起きると生活保護利用者への

バッシングが危惧されます。向日市行政が、検証

委員会報告書の指摘を受け止め真摯に改善に取り

組むことが求められます。発足した「会」の最初

の取り組みとして、向日市に対して生活保護行政

の改善を求める申し入れを行うことにしました。

全国の注目も高く、会場参加の他Zoomを使って

全国各地からリモート参加が35名ありました。

検証委員会の検証報告書

向日市のホームページから「検証委員会」

で検索すればダウンロードできます。
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小中学生の子を持つ母親だ。コロナで世界が一

変した。暑い中マスクをして真っ赤な顔をして学

校から帰ってくる子どもたちを見ると思わず「お

つかれさま」と声をかけたくなる。コロナでの休

校期間は巨大システムから一瞬解放されたかのよ

うだった。子どもたちはいつも急かされている。

私も「早く」と急かしてしまっているが、子ども

や生き物の時間と、経済が動かす社会の時間が乖

離しているのが心苦しい。

子育てはお金がかかる。親は生活で大変で時間

も余裕もない。親は大変、子どもも大変、先生も

大変、みんなが大変なんだろう。一方で格差が拡

がり家庭環境で未来が左右される子どもがいる。

コロナで少人数学級を求める声が上がっているが

一刻も早く実現してほしい。教育や子どもに関わ

久しぶりに「異論のススメ」の佐伯啓思さんの

死生観が掲載された。コロナ騒動が少し落ち着き、

世の中が動き始めた時期、考えさせられることが

たくさんあった。

今回のコロナの怖さは、その病状がわかりにく

い点にあると思う。コロナにかかると肺炎のみな

らず、全身の臓器に症状が現れる。血管の血栓を

作ることもあり、それを引き起こすのが「サイト

カインストーム」という過剰免疫反応だそうであ

る。誰もが感染の危機を逃れるために、家でじっ

としていることしかできなかった。「かかるか」「か

からないか」、「生きるか」「死ぬか」の選択であ

った。「緊急事態宣言」が出されたのも、戦後初

めてのことでもあった。「人権」と言うが、自分

の命は自分で守るという自立の基準さえも忘れら

れたように思う。日本の古来からの「無常感」が

思い出され、懐かしいと述べられていた。

安野 洋子

コロナに対しては、世界でいろいろ対策がなさ

れ、外出禁止令を出し、厳しく命令した国が出た。

しかし北欧のスウェーデンだけは何も規制がなか

ったという。従ってほかの北欧の国々より死者の

数は多かったようだ。きっと亡くなった人は高齢

者だっただろう。何か人間として自然の姿を感じ

るが、福祉の充実した国に対する信頼があってこ

そだろう。

私自身82歳になり、高齢者は医者にかかること

が多いと言われるのを実感することになった。血

圧も下70、上120と何十年決まっていたのに、80

歳より血圧が高くなった。81歳では疲れからヘル

ペスになったので、今年は何もないことを願って

いる。

一人になり、医療費も１割負担になったことは

ありがたいが、それだけ国の負担が大きいという

ことだ。私たち高齢者は、不必要な医療費につい

て考える必要があると思う。「男性は80歳、女性

は85歳で不必要な手

術などしないよう

に」と発言した医者

があったが重要なこ

とだ。人間の死とい

う必然への諦念を含

んだ「無常感」を考

える時ではないか。

ることにもっとお金をかけろと心から叫びたい。

中学生になると、勉強も部活も友人も学校の中

の狭い世界で完結し、学校の外の人や価値観に触

れる機会が少ないが、ネットにはきらびやかな世

界、一方で殺伐とした世界や闇も溢れている。子

どもたちが闇に吸い込まれないように周りにいる

大人たちは守らないといけない。子が育つ地域は

豊かで温かい場であってほしいし、地域にはいろ

んな人が住んでおり、多様性が生かせるような地

域社会を望む。

コロナの休校で市政や教育委員会が一気に身近

になった。市政や教育現場などで圧倒的にコミュ

ニケーションが足りないと感じた。望む未来に向

かうために、市職員―向日市民、先生―保護者と

いう固定した立場ではなく、一人の「市民」とし

て対等な関係で対話ができる場が必要だと思う。

市民目線に立った市独自の動きができるか、市

民はコロナ前よりも厳しい目でチェックしている

と思う。市民の側には文句を言って終わりではな

く建設的な意見や動きが求められている。いつだ

って市民の力が試されているのだろう。私も身近

で小さな場で、できる範囲のことを楽しくやって

いきたいと思う。 （ｂｙ エルソル）


